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『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
誕
生
の
過
程

1
文
学
史
的
背
景
と
協
力
老
た
ち
ー

滝

川

広

子

　
ヴ
ォ
ー
ジ
ラ
ー
ル
街
五
〇
番
地
、
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
に

隣
接
す
る
静
か
な
屋
敷
は
、
趣
味
の
良
さ
、
芸
術
愛
好
と
い
う
父

方
の
資
質
と
、
現
実
的
な
金
銭
感
覚
と
い
う
母
方
の
資
質
と
共

に
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
が
、
両
親
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で

あ
る
。
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
、
一
生
の
ほ
と
ん
ど
を
こ
の
屋

敷
で
送
っ
た
が
、
そ
こ
に
足
繁
く
通
っ
て
来
た
人
々
が
い
る
。
当

時
は
、
サ
ロ
ン
文
化
華
や
か
な
り
し
時
代
で
あ
っ
た
。
メ
ナ
ー
ジ

ュ
、
ス
グ
レ
、
ユ
エ
、
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
と
い
っ
た
文
人
た
ち
が

集
ま
っ
た
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
家
は
、
し
か
し
、
恋
愛
談
議

や
才
智
の
競
い
合
い
を
中
心
と
し
た
、
開
か
れ
た
社
交
の
場
で
あ

る
サ
ロ
ソ
と
は
趣
が
異
な
り
、
気
の
お
け
な
い
仲
間
が
集
ま
っ

て
、
文
学
談
議
を
楽
し
む
、
文
学
サ
ー
ク
ル
的
雰
囲
気
が
強
い
。

こ
の
中
か
ら
、
『
モ
ソ
バ
ソ
シ
エ
公
爵
夫
人
』
、
『
ザ
イ
ー
ド
』
、
『
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
が
生
ま
れ
て
く
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
三
つ
の
小

説
の
執
筆
に
お
い
て
、
協
力
者
と
い
わ
れ
る
前
述
の
四
人
の
果
た

し
た
役
割
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う

に
、
そ
の
執
筆
は
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
十

七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
は
、
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
古
典
主
義
へ
と

い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
り
、
小
説
も
そ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
変
遷

を
見
せ
て
い
る
。
現
在
、
古
典
主
義
小
説
の
典
型
と
い
わ
れ
て
い

る
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
は
、
こ
の
流
れ
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
メ
ナ
ー
ジ
ュ
、
ス
グ
レ
、
ユ
エ
、
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー

の
四
人
の
経
歴
、
十
七
世
紀
の
文
学
史
的
流
れ
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の

奥
方
』
に
先
行
す
る
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
二
つ
の
小
説
、
そ

し
て
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
と
順
を
お
っ
て
見
な
が
ら
、
前
記
四

人
の
役
割
に
十
七
世
紀
文
学
の
動
向
を
絡
め
て
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の

奥
方
』
誕
生
の
過
程
を
探
っ
て
み
た
。

19

、



1

四
人
の
仲
間
た
ち

　
文
法
家
、
批
評
家
の
ジ
ル
・
メ
ナ
ー
ジ
ュ
（
一
六
二
二
～
九
二
）

は
、
当
代
屈
指
の
イ
タ
リ
ァ
通
で
、
論
客
と
し
て
も
有
名
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
モ
リ
エ
ー
ル
の
『
才
女
気
取
り
』
の
中
の
ヴ
ァ
デ
ィ

ウ
ス
の
モ
デ
ル
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
メ
ナ
ー
ジ
ュ
と
ラ
フ
ァ
イ

エ
ッ
ト
夫
人
の
出
会
い
は
、
夫
人
が
十
五
歳
の
頃
で
、
彼
は
、
イ

タ
リ
ァ
語
、
ラ
テ
ソ
語
、
そ
し
て
文
学
の
素
養
な
ど
も
手
ほ
ど
き

し
た
。
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
忠
実
な
崇
拝
老
で
あ
っ
た
メ
ナ

ー
ジ
ュ
は
、
六
〇
年
代
中
頃
、
お
そ
ら
く
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
が
出

現
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
も
と
を
去

っ
て
い
る
。
七
二
年
に
ラ
シ
ー
ヌ
と
ア
カ
デ
ミ
ー
入
り
を
争
っ
て

敗
れ
て
か
ら
は
、
家
に
閉
じ
込
も
り
が
ち
の
生
活
を
送
る
。
没
交

渉
と
な
っ
て
い
た
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
と
は
、
晩
年
旧
交
が
復

活
す
る
が
、
そ
の
手
紙
の
や
り
取
り
の
中
で
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト

夫
人
は
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
の
作
者
が
自
分
で
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
（
2
）

暗
に
認
め
て
い
る
。

　
ピ
エ
ー
ル
“
ダ
ニ
エ
ル
・
ユ
エ
（
一
六
〇
三
～
一
七
二
一
）

は
、
文
学
と
哲
学
を
愛
好
し
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ラ

テ
ソ
語
な
ど
語
学
に
堪
能
な
碩
学
で
、
一
六
七
〇
年
に
は
皇
太
子

（
後
の
ル
イ
十
五
世
）
の
教
育
係
補
佐
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
七

四
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
選
ぽ
れ
た
が
、
七
六
年
、
僧
門
に
入

り
、
九
二
年
に
ア
ヴ
ラ
ン
シ
ュ
の
司
教
と
な
っ
た
。

　
ジ
ャ
ン
ー
ー
レ
ニ
ョ
ー
・
ド
・
ス
グ
レ
（
一
六
二
四
～
一
七
〇
一
）

は
、
マ
レ
ル
ブ
の
遠
戚
に
あ
た
る
詩
人
、
小
説
家
で
あ
る
。
グ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ソ
ド
・
マ
ド
モ
ワ
ゼ
ル
（
モ
ソ
パ
ン
シ
エ
嬢
）
の
秘
書
を
務
め
、

二
人
の
共
作
の
小
説
な
ど
も
自
分
の
名
前
で
出
し
て
い
る
が
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
ロ
ヴ
エ
ル

の
作
品
と
し
て
は
『
フ
ラ
ン
ス
物
語
集
』
が
有
名
で
あ
る
。
ス
グ

レ
と
ユ
エ
は
、
二
人
と
も
一
六
五
九
年
頃
、
メ
ナ
ー
ジ
ュ
の
紹
介

で
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
と
知
り
合
っ
た
。
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ル
ト
レ
（
4
）

人
の
署
名
の
あ
る
唯
一
の
作
品
、
『
セ
ヴ
ィ
ニ
ェ
夫
人
の
肖
像
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ル
ト
レ

が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
肖
嫁
集
』
（
一
六
五
九
）
を
、
グ
ラ
ン
ド
・

マ
ド
モ
ワ
ゼ
ル
の
命
で
刊
行
し
た
の
は
こ
の
二
人
で
あ
る
。
ス
グ

レ
は
、
七
一
年
に
グ
ラ
ン
ド
・
マ
ド
モ
ワ
ゼ
ル
の
不
興
を
買
い
、

七
二
年
か
ら
は
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
家
に
身
を
寄
せ
た
が
、

七
六
年
に
パ
リ
を
去
り
、
故
郷
の
カ
ン
に
戻
っ
て
結
婚
し
た
。

　
マ
ル
シ
ヤ
ッ
ク
公
フ
ラ
ン
ワ
ワ
、
後
の
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
i

公
爵
（
一
六
二
二
～
八
〇
）
は
、
『
箴
言
集
』
の
著
者
と
し
て
有

名
で
あ
る
。
由
緒
あ
る
大
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
勇
敢
な

兵
士
で
あ
り
、
野
心
に
燃
え
た
陰
謀
家
で
あ
り
、
ま
た
、
恋
多
き

ド
ン
・
フ
ァ
ン
で
も
あ
っ
た
。
シ
ュ
ヴ
ル
ー
ズ
夫
人
、
ロ
ソ
グ
ヴ

ィ
ル
夫
人
ら
と
浮
名
を
流
し
、
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
や
マ
ザ
ラ
ソ
に
反

旗
を
翻
し
た
が
、
恋
に
裏
切
ら
れ
、
野
心
も
破
れ
、
そ
の
上
、
フ

ロ
ソ
ド
の
乱
で
顔
面
に
銃
弾
を
受
け
て
失
明
の
危
機
に
も
さ
ら
さ
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れ
た
。
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
深
い
傷
を
負
っ
た
彼
は
、
も
は

や
野
望
の
人
で
は
な
く
、
五
二
年
、
領
地
に
帰
り
、
『
回
想
録
』

（一

Z
六
二
刊
）
を
書
き
始
め
る
。
五
六
年
に
パ
リ
に
戻
っ
た
ロ

シ
ュ
フ
ー
コ
ー
は
、
サ
ロ
ン
、
と
り
わ
け
サ
ブ
レ
夫
人
の
サ
ロ
ン

の
常
連
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
『
箴
言
集
』
が
生
ま
れ
た
。
六
五
、

六
年
頃
か
ら
、
ロ
シ
ュ
フ
；
コ
ー
は
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
も

と
へ
足
繁
く
通
う
よ
う
に
な
る
。
当
時
も
、
そ
し
て
後
世
に
お
い

て
も
、
い
ろ
い
ろ
詮
議
の
的
と
な
っ
て
い
る
、
二
人
の
く
や
さ
し

い
友
情
V
は
、
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
：
の
死
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
続

い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
歴
を
持
っ
た
四
人
だ
が
、
彼
ら
四
人
が
皆
揃

っ
た
時
期
は
な
く
、
『
モ
ン
パ
ン
シ
ェ
公
爵
夫
人
』
で
は
、
メ
ナ

ー
ジ
ュ
、
ユ
エ
、
ス
グ
レ
が
、
『
ザ
イ
ー
ド
』
で
は
ユ
エ
、
ス
グ

レ
、
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
が
、
そ
し
て
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
で

は
、
ス
グ
レ
、
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
が
協
力
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。

皿

バ
ロ
ッ
ク
か
ら
古
典
主
義
へ

　
十
七
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
は
、
以
前
は
、
古
典
主
義
理

論
の
確
立
を
待
つ
試
行
錯
誤
の
時
期
で
、
主
流
と
し
て
は
古
典
主

義
文
学
を
準
備
し
た
、
前
古
典
主
義
の
時
代
と
さ
れ
て
い
た
が
、

第
二
次
大
戦
直
前
か
ら
、
こ
の
時
期
は
、
古
典
主
義
文
学
と
は
は

っ
き
り
異
な
る
、
独
自
の
傾
向
を
持
つ
文
学
が
隆
盛
し
た
時
代
で

あ
る
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
り
、
現
在
で
は
、
こ
の
考
え
方
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

こ
の
期
間
を
形
容
す
る
バ
ロ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
と
共
に
、
ほ
ぼ
定

着
し
て
い
る
。

　
バ
ロ
ッ
ク
の
特
微
は
、
絶
え
ず
変
化
す
る
動
き
に
あ
る
。
人
の

世
は
移
ろ
い
や
す
い
も
の
、
人
生
は
仮
装
、
世
界
は
不
安
定
な
も

の
と
い
う
意
識
が
、
作
中
の
人
物
の
運
命
の
急
転
を
呼
ぶ
。
そ
の

根
底
に
は
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
に
よ
っ
て
今
ま
で
の
宇
宙
観
が
崩
壊

　
　
　
　
（
6
）

し
た
こ
と
と
、
戦
争
や
内
乱
、
ま
た
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
台
頭

と
法
服
貴
族
の
出
現
、
旧
貴
族
た
ち
の
不
満
と
い
っ
た
、
不
安
定

な
政
情
か
ら
来
る
不
安
感
が
あ
る
。
そ
ん
な
漠
然
と
し
た
不
安

感
，
拠
り
ど
こ
ろ
の
な
さ
か
ら
、
刹
那
的
な
感
覚
陶
酔
を
求
め
、

極
端
な
筋
の
展
開
や
誇
張
、
装
飾
の
多
い
文
体
が
生
ま
れ
た
。
ま

た
そ
れ
は
、
魔
術
、
妖
術
な
ど
の
オ
カ
ル
テ
ィ
ス
ム
や
、
死
、
暴

力
と
い
っ
た
怪
奇
趣
味
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ヲ
ジ
コ
ロ
メ
デ
イ

　
バ
ロ
ッ
ク
は
、
十
六
世
紀
末
か
ら
始
ま
り
、
牧
歌
劇
、
悲
喜
劇

の
隆
盛
を
経
て
、
一
六
四
〇
年
頃
に
は
、
そ
の
最
盛
期
は
一
応
終

わ
る
。
古
典
主
義
文
学
の
開
花
期
は
、
ル
イ
十
四
世
の
親
政
が
始

ま
る
一
六
六
一
年
か
ら
八
〇
年
頃
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
が
、
四
〇

年
か
ら
六
〇
年
ま
で
の
二
十
年
間
を
、
バ
ロ
ッ
ク
の
延
長
期
と
み

る
か
、
前
古
典
主
義
と
み
る
か
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
る
。
三
七
年
の
『
ル
・
シ
ッ
ド
』
論
争
が
規
則
派
の
勝
利
と
帰
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し
、
以
後
、
古
典
主
義
理
論
は
ほ
ぼ
確
立
し
て
は
い
た
。
し
か

し
、
政
情
も
ま
だ
不
安
定
で
（
フ
ロ
ン
ド
の
乱
）
、
作
品
の
傾
向

は
圧
倒
的
に
バ
ロ
ッ
ク
的
要
素
が
強
い
。
た
だ
、
初
期
の
バ
ロ
ッ

ク
ほ
ど
の
野
放
図
さ
は
陰
を
ひ
そ
め
、
突
飛
す
ぎ
る
も
の
、
あ
ま

り
に
異
常
な
も
の
は
避
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら

の
時
代
と
も
決
め
難
い
が
、
鎮
静
化
し
つ
つ
あ
る
バ
ロ
ッ
ク
と
で

も
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　
バ
ロ
ッ
ク
を
誇
張
と
装
飾
に
富
む
、
膨
張
の
文
学
と
す
れ
ぽ
、

古
典
主
義
は
余
分
な
も
の
を
削
ぎ
落
と
し
た
、
凝
縮
の
文
学
と
言

え
よ
う
。
　
マ
レ
ル
ブ
に
始
ま
っ
た
、
古
典
主
義
理
論
と
フ
ラ
ン
ス

語
の
整
備
は
、
王
権
強
化
を
図
る
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
の
政
策
に
後
押

し
さ
れ
た
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ソ
セ
ー
ズ
の
も
と
で
確
立
さ
れ

て
い
く
。
古
典
主
義
理
論
は
、
〈
理
性
V
を
絶
対
視
し
、
秩
序
、

礼
節
、
真
実
ら
し
さ
の
見
地
か
ら
、
文
学
上
の
諸
規
則
を
定
め
、

そ
の
範
を
古
代
人
に
求
め
る
理
論
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
ア
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
イ
ブ
ル

ト
テ
レ
ス
の
『
詩
論
』
は
聖
書
的
な
存
在
と
な
っ
た
。
こ
の
理
論

は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『
ル
・
シ
ッ
ド
』
論
争
を
経
て
、

ほ
ぼ
確
立
し
て
い
た
が
、
一
方
、
ラ
シ
ー
ヌ
、
モ
リ
エ
ー
ル
ら
を

中
心
と
す
る
古
典
主
義
文
学
は
六
一
年
頃
か
ら
開
花
す
る
の
で
、

そ
の
間
に
は
二
十
年
の
ず
れ
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
古
典
主
義
理
論

と
古
典
主
義
文
学
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

古
典
主
義
文
学
が
生
ま
れ
る
ま
で
に
は
、
作
家
の
精
神
が
古
典
主

義
の
精
神
に
傾
く
ま
で
待
た
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
バ
ロ
ッ
ク
精
神
と
古
典
主
義
精
神
は
、
い
わ
ぽ
、
対
極
に
位
置

す
る
精
神
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
一
方
に
大
き
く
揺
れ
た
振
り
子

は
、
や
が
て
、
も
う
一
方
へ
大
き
く
傾
く
。
不
安
感
、
拠
り
ど
こ

ろ
の
な
さ
か
ら
、
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
刹
那
的
感
覚
陶
酔
を
求

め
て
い
た
心
は
、
段
々
と
社
会
が
安
定
の
方
向
に
向
か
う
に
つ
れ

て
、
過
剰
や
奇
抜
さ
に
飽
き
、
今
度
は
、
落
ち
着
き
を
求
め
る
よ

う
に
な
る
。
刹
那
的
感
覚
で
は
な
く
、
絶
対
的
な
も
の
、
普
遍
的

な
も
の
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
。
作
家
も
同
じ
で
あ
る
。
普

遍
的
な
も
の
を
求
め
て
、
彼
ら
は
、
人
間
の
本
性
で
あ
る
く
自

（
8
）

然
V
の
研
究
へ
向
か
い
、
そ
れ
が
心
理
分
析
に
結
び
つ
い
て
、
主

人
公
の
有
為
転
変
な
ど
外
的
偶
発
事
に
よ
っ
て
展
開
す
る
バ
ロ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
　
ね

ク
文
学
か
ら
、
人
間
の
性
格
、
心
理
を
発
条
に
し
た
筋
の
展
開
に

変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
古
典
主
義
の
作
家
た
ち
は
、
「
人
を

楽
し
ま
せ
、
感
化
す
る
」
と
い
う
古
典
主
義
の
大
原
則
を
唯
一
無

二
の
目
的
と
し
、
そ
の
他
の
規
則
は
そ
の
た
め
の
準
則
と
み
な
し

て
い
た
（
そ
こ
に
、
理
論
家
と
の
違
い
が
あ
る
）
。
そ
の
た
め
に

は
、
人
々
の
心
が
求
め
て
い
る
も
の
と
合
致
す
る
作
品
を
書
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
感
化
を
及
ぼ
す
に
は
、
枠
に
は
め
に

く
い
バ
ロ
ッ
ク
よ
り
も
古
典
主
義
の
方
が
よ
い
。
彼
ら
の
精
神
と

才
能
に
は
古
典
主
義
の
様
式
が
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
自
分
の
内

面
の
欲
求
と
時
代
の
要
求
が
一
致
し
た
と
も
言
え
る
。
こ
う
し
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て
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
は
、
バ
ロ
ッ
ク
期
の
感
情
の
文
学
か
ら
、
内

省
の
文
学
へ
と
移
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
そ
の
境
界
線
も
定
か
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
完

全
に
消
滅
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
が
、
多
分
に
図
式
的
に
解
説

す
れ
ば
、
十
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
は
、
政
治
的
、
社
会
的
動

き
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
、
人
の
心
の
流
れ
と
共
に
、
変
化
か
ら

安
定
へ
、
無
秩
序
か
ら
秩
序
へ
、
過
剰
か
ら
節
度
へ
、
そ
し
て
気

紛
れ
か
ら
理
性
へ
、
つ
ま
り
、
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
古
典
主
義
へ
と
流

れ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
小
説
は
ど
う
で
あ
っ

た
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
ロ
　
マ
　
ソ
　
　
ス
ロ
ヴ
エ
ル

　
　
　
　
皿
　
長
編
小
説
か
ら
中
短
編
小
説
へ

　
こ
の
時
代
、
小
説
は
、
学
者
た
ち
に
は
一
段
下
の
ジ
ャ
ン
ル
と

し
て
見
下
さ
れ
て
い
た
が
、
一
般
の
人
々
に
は
非
常
な
人
気
を
博

し
て
い
た
。
数
多
く
の
小
説
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
大
別
す
る

と
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
と
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
に
敵
対
す
る
、
あ
る
い
は
無

関
心
と
い
う
二
つ
の
系
統
が
考
え
ら
れ
る
。
後
者
に
は
、
『
フ
ラ

ソ
シ
ョ
ソ
滑
拙
惜
物
証
㎎
』
（
ソ
レ
ル
、
一
六
二
三
）
、
『
ロ
マ
ン
・
コ

ミ
ッ
ク
』
（
ス
カ
ロ
ソ
、
一
六
五
一
～
五
七
）
、
『
日
月
両
世
界
旅

行
記
』
（
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
、
一
六
五
七
、
六
二
）

な
ど
の
傑
作
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ

ト
夫
人
が
属
し
て
い
る
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
流
れ
の
方
に
話
を
絞
り
た

い
と
思
う
。

　
十
七
世
紀
初
め
、
オ
ノ
レ
・
デ
ュ
ル
フ
ェ
の
『
ア
ス
ト
レ
』

（一

Z
〇
七
、
一
〇
、
一
九
、
二
七
）
が
出
版
さ
れ
、
人
気
を
呼

ぶ
。
そ
れ
ま
で
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
伝
統
と
し
て
は
、
古
代
ギ
リ
シ

ア
の
小
説
、
フ
ラ
ソ
ス
の
古
い
小
説
（
と
り
わ
け
騎
士
道
物
語
）
、

十
六
世
紀
末
か
ら
翻
訳
さ
れ
始
め
た
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
の

小
説
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
伝
統
を
す
ぺ
て
受
け
継
い
だ
形
の

『
ア
ス
ト
レ
』
は
、
牧
歌
的
な
風
景
の
中
で
、
羊
飼
い
た
ち
の
優

雅
な
恋
物
語
が
展
開
す
る
、
「
田
園
小
説
」
の
代
表
作
で
あ
る
が
、

こ
の
「
田
園
小
説
」
の
流
行
は
二
〇
年
頃
ま
で
続
く
。
折
り
し
も

演
劇
分
野
で
は
、
「
牧
歌
劇
」
が
盛
ん
に
上
演
さ
れ
て
い
た
。
『
ア

ス
ト
レ
』
そ
の
も
の
は
以
後
も
読
み
継
が
れ
て
い
く
が
、
「
田
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ヲ
ジ
　
コ
メ
デ
ィ

小
説
」
は
、
二
〇
年
代
末
か
ら
全
盛
を
迎
え
る
「
悲
喜
劇
」
よ
り

少
し
早
く
、
「
冒
険
小
説
」
に
代
わ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ラ
ジ
　
コ
メ
デ
イ

　
バ
ロ
ッ
ク
の
典
型
で
あ
る
「
悲
喜
劇
」
の
精
神
と
軌
を
同
じ
く

す
る
こ
の
「
冒
険
小
説
」
で
、
と
り
わ
け
人
気
を
得
た
の
は
、
ゴ

ン
ベ
ル
ヴ
ィ
ル
の
『
ポ
レ
ク
サ
ン
ド
ル
』
（
一
六
一
六
～
三
七
）

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
英
雄
ポ
レ
ク
サ
ン
ド
ル
が
諸
国
を
遍
歴
す

る
冒
険
談
で
あ
る
。
古
代
に
舞
台
は
借
り
て
は
い
る
が
、
歴
史
的

考
証
は
全
く
な
く
、
空
想
の
赴
く
ま
ま
に
、
英
雄
の
波
瀾
万
丈
の

冒
険
談
が
延
々
と
続
い
て
い
く
。
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
伝
統
を
強
く
受

け
継
い
で
い
る
が
、
同
時
に
、
新
し
さ
も
あ
っ
た
。
一
見
、
古
い
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騎
士
道
物
語
の
世
界
に
属
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
登
場
人
物
た

ち
が
、
実
は
、
こ
の
時
代
の
社
交
界
ー
サ
ロ
ン
　
　
　
の
人
々

の
特
微
を
備
え
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
プ
レ
シ
オ

　
（
9
）

ジ
テ
の
色
彩
が
現
わ
れ
て
く
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
、
四
〇
年
頃

か
ら
「
冒
険
小
説
」
に
代
わ
っ
て
登
場
し
て
き
た
、
「
英
雄
小
説
」

に
お
い
て
、
一
段
と
濃
く
な
る
。

　
「
英
雄
小
説
」
の
人
気
は
「
悲
劇
」
の
人
気
に
呼
応
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ヲ
ジ
ロ
コ
メ
デ
イ

る
。
隆
盛
を
究
め
た
「
悲
喜
劇
」
の
流
れ
は
、
一
つ
は
「
仕
掛
け

劇
」
や
「
オ
ペ
ラ
」
へ
と
続
き
、
世
紀
全
体
を
通
し
て
バ
ロ
ッ
ク

精
神
を
残
し
て
い
く
が
、
主
流
と
し
て
は
、
「
悲
劇
」
、
コ
ル
ネ
イ

ユ
に
代
表
さ
れ
る
「
英
雄
劇
」
へ
と
い
く
。
理
性
と
感
情
の
相

克
、
強
い
意
志
力
を
持
っ
た
英
雄
と
い
う
の
は
、
劇
と
小
説
の
両

方
に
共
通
す
る
世
界
で
あ
る
。
「
冒
険
小
説
」
の
冗
長
で
荒
唐
無

稽
の
冒
険
談
に
苛
立
ち
を
覚
え
始
め
た
人
々
は
、
〈
理
性
V
を
重

視
し
、
〈
真
実
ら
し
さ
V
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
英
雄
小

説
」
に
は
、
ま
だ
ま
だ
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ス
ム
や
ロ
マ
ネ
ス
ク
が
か
な

り
残
っ
て
い
る
が
、
〈
真
実
ら
し
さ
V
や
規
則
へ
の
配
慮
は
感
じ

ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
読
者
に
好
感
を
も
た
れ
た
理
由
の
一
つ
だ

が
、
そ
れ
以
上
に
、
そ
こ
に
漂
う
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
と
、
雅
び
な
恋
愛

談
議
に
満
ち
た
、
新
し
い
騎
士
道
の
世
界
i
サ
ロ
ン
ー
の
雰

囲
気
が
読
者
を
魅
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
古
代
の
異
国

の
名
を
持
つ
英
雄
た
ち
の
姿
に
、
自
分
た
ち
の
時
代
に
近
い
時
代

の
、
フ
ラ
ン
ス
の
英
雄
た
ち
の
姿
を
重
ね
た
。
「
英
雄
小
説
」
の

世
界
は
、
プ
レ
シ
ュ
ー
ズ
た
ち
の
夢
見
る
、
優
雅
で
洗
練
さ
れ
た

世
界
で
あ
る
。
「
冒
険
小
説
」
に
も
見
ら
れ
た
プ
レ
シ
オ
ジ
テ
の

性
格
が
「
英
雄
小
説
」
に
お
い
て
強
ま
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
傾

向
は
、
『
グ
ラ
ソ
・
シ
リ
ュ
ス
』
（
一
六
四
九
～
五
三
）
の
巻
半
ぽ

に
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ス
キ
ュ
デ
リ
ー
か
ら
妹
の
ス
キ
ュ
デ
リ

ー
嬢
に
筆
が
移
る
と
、
一
層
は
っ
き
り
し
て
く
る
。
彼
女
の
『
ク

レ
リ
ー
』
（
五
四
～
六
〇
）
に
至
っ
て
は
、
も
う
英
雄
の
姿
も
見

ら
れ
ず
、
筋
ら
し
い
筋
も
な
く
な
っ
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー

マ
の
名
前
を
持
っ
た
、
プ
レ
シ
ュ
i
、
プ
レ
シ
ュ
ー
ズ
た
ち
の
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
マ
ソ
コ
ナ
コ
ク
レ

ロ
ン
の
会
話
そ
の
も
の
で
、
モ
デ
ル
探
し
の
「
鍵
小
説
」
の
様
相

を
呈
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
わ
ざ
と
ら
し
さ
や
気
取
り
が
目
立

ち
、
ま
た
、
小
説
の
舞
台
が
話
の
内
容
と
遊
離
し
て
、
作
者
た
ち

が
め
ざ
し
た
は
ず
の
く
真
実
ら
し
さ
V
か
ら
ど
ん
ど
ん
遠
ざ
か
る

と
い
う
皮
肉
を
招
い
た
。
当
然
、
「
英
雄
小
説
」
に
対
す
る
批
判

と
、
新
し
い
流
れ
が
出
て
来
る
。
ま
ず
、
ス
グ
レ
の
『
フ
ラ
ン

　
ヌ
ヒ
ヴ
エ
ル

ス
物
語
集
』
（
五
六
）
が
発
表
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
ヌ
　
ヴ
エ
ル

　
『
フ
ラ
ン
ス
物
語
集
』
は
田
舎
で
保
養
し
て
い
る
六
人
の
貴
婦

人
た
ち
が
順
番
に
話
す
、
六
つ
の
短
い
物
語
か
ら
成
っ
て
い
る
。

短
い
物
語
と
い
う
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ス
グ
レ
が
め
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
マ
　
　
　
ン

し
た
の
は
、
そ
れ
以
前
の
長
編
小
説
と
は
違
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ス
グ
レ
は
ロ
マ
ネ
ス
ク
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

24



い
。
歴
史
の
教
養
と
風
俗
良
化
に
役
立
つ
と
い
う
点
は
、
「
英
雄

小
説
」
の
長
所
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
、
〈
真
実
ら
し
さ
〉

に
全
く
欠
け
る
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ス
ム
と
想
像
力
ま
か
せ
の
話
の
展
開

に
苛
立
ち
、
正
確
な
歴
史
と
、
人
間
の
本
性
で
あ
る
〈
自
然
〉
の

研
究
に
拠
る
、
〈
真
実
ら
し
さ
V
を
持
っ
た
作
品
を
望
ん
だ
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
ロ
　
ヴ
　
エ
　
ル

あ
る
。
そ
の
た
め
の
形
式
を
彼
は
中
短
編
小
説
に
求
め
た
。
一
六

二
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ボ
ッ
カ

チ
オ
、
セ
ル
ヴ
ァ
ソ
テ
ス
な
ど
の
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
の

ヌ
　
ロ
　
ヴ
　
エ
　
ル

中
短
編
小
説
の
翻
訳
が
人
気
を
呼
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
の
小
説

は
、
我
々
の
目
か
ら
見
る
と
、
か
な
り
荒
唐
無
稽
で
ロ
マ
ネ
ス

ク
が
一
杯
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の

ロ
　
　
　
マ
　
　
　
ソ

長
編
小
説
の
く
半
神
V
の
よ
う
な
登
場
人
物
に
比
べ
る
と
、
も
っ

と
ず
っ
と
自
分
た
ち
に
近
い
人
間
ら
し
さ
を
持
っ
て
お
り
、
そ
こ

に
描
か
れ
て
い
る
風
俗
も
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
の
風
俗
の
正

確
な
模
写
で
、
真
実
味
の
あ
る
小
説
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
ス
グ

レ
は
、
そ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
に
も
導
入
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

理
論
的
な
新
し
い
文
学
形
式
の
提
唱
と
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ロ
ヴ
エ
ル

が
、
こ
の
『
フ
ラ
ン
ス
物
語
集
』
は
人
々
に
強
い
印
象
を
与
え
、
「
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
じ
　
ヴ
　
エ
　
ル

編
英
雄
小
説
」
の
終
焉
を
告
げ
る
と
共
に
、
次
代
の
中
短
編
小
説

の
隆
盛
を
促
し
た
点
で
、
画
期
的
な
作
品
で
あ
っ
た
。
以
後
、
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

イ
ル
デ
ィ
ゥ
夫
人
、
サ
ン
・
レ
ア
ル
な
ど
の
短
い
、
歴
史
・
恋
愛

小
説
が
主
流
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
て
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
伝
統
は
、
「
田
園
小
説
」
か
ら
「
冒

険
小
説
」
、
「
「
英
雄
小
説
」
へ
と
、
プ
レ
シ
オ
ジ
テ
の
性
格
を
強

　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
マ
　
　
　
ン

め
な
が
ら
、
長
編
小
説
の
時
代
が
続
い
た
後
で
、
バ
ロ
ッ
ク
か
ら

古
典
主
義
へ
向
か
っ
た
大
き
な
文
学
の
流
れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
ロ
　
ヴ
　
ニ
　
ル

よ
う
に
、
六
〇
年
代
か
ら
は
、
中
短
編
小
説
へ
と
向
か
っ
た
の
で

あ
る
。

W
　
『
モ
ソ
パ
ン
シ
エ
公
爵
夫
人
』
『
ザ
イ
ー
ド
』

　
第
一
作
目
の
『
モ
ン
パ
ン
シ
エ
公
爵
夫
人
』
の
執
筆
に
あ
た
っ

て
は
、
メ
ナ
ー
ジ
ュ
が
も
っ
と
も
身
近
に
い
て
、
細
か
く
目
を
通

し
助
言
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
ナ
ー
ジ
ュ
の

役
割
は
、
執
筆
作
業
そ
の
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
以
前
に
あ

る
。
彼
は
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
に
外
国
語
を
教
え
、
ま
た
、

文
法
家
と
し
て
彼
女
の
文
体
の
形
成
に
力
を
貸
し
た
ぼ
か
り
で
な

く
、
文
学
の
素
養
も
手
ほ
ど
き
し
た
。
彼
に
導
か
れ
て
、
ラ
フ
ァ

イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
伝
統
に
親
し
み
、
歴
史
に
興
味

を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
メ
ナ
ー
ジ
ュ
は
、
前
述
の
よ

う
に
、
『
モ
ン
パ
ン
シ
エ
公
爵
夫
人
』
の
後
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫

人
の
も
と
を
去
り
、
他
の
作
品
に
は
直
接
関
係
は
し
な
か
っ
た

が
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
小
説
家
と
し
て
の
素
地
が
作
ら
れ

て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
メ
ナ
ー
ジ
ュ
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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『
モ
ン
パ
ン
シ
エ
公
爵
夫
人
』
の
協
力
者
と
し
て
は
、
他
に
ユ

エ
、
ス
グ
レ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ユ
エ
の
方
は
、
原
稿
を

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
も
の
だ
と
い
っ
て
う
っ
か
り
他
の
人
に

渡
し
て
し
ま
っ
た
彼
の
不
注
意
に
苦
情
を
申
し
立
て
て
い
る
夫
人

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

の
手
紙
が
あ
る
の
で
、
ユ
エ
が
文
章
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
こ

と
は
ほ
ぼ
確
実
だ
が
、
ス
グ
レ
の
方
は
曖
昧
で
あ
る
。
『
セ
ヴ
ィ

　
　
　
　
　
ボ
ル
ト
レ

ニ
ェ
夫
人
の
肖
像
』
の
時
の
ユ
エ
と
ス
グ
レ
の
役
割
を
考
え
れ

ぽ
、
ス
グ
レ
が
何
ら
か
の
協
力
を
し
た
可
能
性
が
高
い
が
、
『
ザ

イ
ー
ド
』
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
に
つ
い
て
は
し
ぽ
し
ば
回
想

（
1
2
）

録
の
中
で
言
及
し
て
い
る
彼
が
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
何
も
言

っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
協
力
と
い
っ
て
も
ち
ょ
っ
と
し

た
助
言
程
度
で
、
後
の
二
作
ほ
ど
の
密
接
な
関
係
で
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ス
グ
レ
の
役
割
は
別
に
あ
る
。
一
六
五

　
　
　
　
　
　
　
ヌ
ロ
ヴ
エ
ル
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
マ
　

ン
　
　
　
　
ヌ
　
ユ
　
ヴ
　
ニ
　
ル

六
年
の
『
フ
ラ
ン
ス
物
語
集
』
が
、
長
編
小
説
か
ら
中
短
編
小
説

へ
の
道
を
拓
い
た
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
。
六
二
年
の
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
じ
　
ヴ
　
エ
　
ル

『
モ
ン
パ
ソ
シ
エ
公
爵
夫
人
』
は
中
短
編
小
説
の
典
型
と
言
わ

れ
、
ス
グ
レ
の
拓
い
た
新
し
い
流
れ
を
一
段
と
進
め
た
作
品
で
あ

る
と
言
え
る
。
ス
グ
レ
と
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
、
そ
の
作
品

に
よ
っ
て
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
モ
ン
パ
ン
シ
エ
公
爵
夫
人
』
は
愛
情
の
虜
と
な
っ
て
無
分
別

な
行
動
を
取
り
、
絶
望
の
中
で
死
ん
で
い
く
女
性
の
姿
を
描
い
て

い
る
。
こ
の
最
初
の
作
品
か
ら
も
う
す
で
に
、
〈
愛
－
熱
情
V
の

恐
る
べ
き
猛
威
、
そ
れ
の
も
た
ら
す
自
我
の
崩
壊
、
嫉
妬
の
苦

悩
、
愛
情
の
不
確
か
さ
、
結
婚
と
愛
情
の
両
立
の
難
し
さ
、
社
会

が
個
人
に
課
す
制
約
と
い
っ
た
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
に
通
じ

る
テ
ー
マ
を
す
べ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
頁
数
の
少
な
い
こ
の

小
説
は
、
乾
い
た
平
板
な
筆
致
で
、
愛
情
の
虜
と
な
っ
た
が
故
に

身
を
滅
し
て
い
く
女
性
の
姿
を
一
気
に
描
き
出
し
て
い
て
、
そ
れ

が
内
容
と
合
っ
て
は
い
る
が
、
あ
る
種
の
単
調
さ
は
否
め
ず
、
ま

た
、
深
い
心
理
の
分
析
も
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
〈
事
実
証

明
〉
の
段
階
に
留
ま
っ
て
い
て
、
も
の
足
り
な
さ
が
残
る
。

　
次
の
『
ザ
イ
ー
ド
』
で
は
、
前
作
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
メ
ナ
ー
ジ

ュ
が
抜
け
て
、
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
が
加
わ
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の

作
品
は
一
種
の
逆
行
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
本
筋
と
な
る
、
身
分

の
高
い
、
高
潔
な
勇
者
コ
ン
サ
ル
ヴ
と
、
非
の
う
ち
ど
こ
ろ
の
な

い
美
女
ザ
イ
ー
ド
の
恋
物
語
に
、
登
場
人
物
た
ち
の
長
い
身
の
上

　
　
　
　
　
　
ロ
　
マ
　
ン
　
　
　
　
　

ヌ
ロ
ヴ
ニ
ル

話
を
絡
ま
せ
た
長
編
小
説
な
の
で
あ
る
。
中
短
編
小
説
の
推
進
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
ロ
　
ヴ
　
キ
　
ル

で
あ
っ
た
ス
グ
レ
と
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
が
、
中
短
編
小
説
が

す
で
に
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
の
時
期
に
、
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
マ
　
　
ソ

故
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
長
編
小
説
の
形
式
に
戻
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
グ
レ
は
「
英
雄
小
説
」
を
完
全
に

否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
英
雄
小
説
」
の
歴
史
の
扱
い

方
の
い
い
加
減
さ
や
、
型
に
は
ま
っ
た
、
〈
半
神
V
の
よ
う
な
登
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場
人
物
た
ち
に
我
慢
が
で
き
ず
、
も
っ
と
〈
真
実
ら
し
さ
〉
を
持

っ
た
作
品
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
は
、
正
確
な
歴
史

知
識
に
準
拠
し
、
人
間
の
本
性
で
あ
る
く
自
然
V
を
観
察
し
、
そ

れ
を
見
た
ま
ま
に
ー
想
縁
の
赴
く
ま
ま
で
な
く
i
描
く
こ
と

が
第
一
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
や
ロ
シ
ェ
フ

ー
コ
ー
も
『
ア
ス
ト
レ
』
を
愛
読
し
、
ヴ
ォ
ー
ジ
ラ
ー
ル
街
で

は
、
よ
く
ス
グ
レ
が
、
『
ア
ス
ト
レ
』
の
各
自
お
気
に
入
り
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
朗
読
す
る
係
を
務
め
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
『
ザ
イ

ー
ド
』
の
冒
頭
に
は
、
ユ
エ
の
『
小
説
の
起
源
に
つ
い
て
』
と
い

う
論
文
が
付
せ
ら
れ
て
お
り
、
小
説
の
起
源
が
古
代
、
異
国
文
学

に
ま
で
遡
っ
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
ユ
エ
は
、
小
説
を

「
読
者
を
楽
し
ま
せ
、
感
化
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
た
、

散
文
で
書
か
れ
た
恋
愛
物
語
」
と
定
義
し
、
小
説
は
く
真
実
ら
し

さ
V
を
何
よ
り
も
心
が
け
る
ぺ
き
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
全
く
の

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
い
の
で
、
歴
史
に
準
拠
す

る
の
が
よ
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
同
時
代
の
小
説
に
も
触
れ
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

り
わ
け
『
ア
ス
ト
レ
』
を
賞
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ヴ
オ
ー

ジ
ラ
ー
ル
街
で
は
、
『
ア
ス
ト
レ
』
の
系
譜
を
ひ
く
ロ
マ
ネ
ス
ク

に
対
す
る
嗜
好
が
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
、
彼
ら
は
、
歴
史
の
正
確
さ
を
心
が
け
、
〈
自
然
V
の
研
究
か

ら
得
た
、
あ
る
が
ま
ま
の
人
間
の
姿
を
、
誇
張
も
気
取
り
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
マ
　
　
　
ソ

簡
潔
な
文
章
で
描
い
て
い
け
ば
、
感
動
的
で
新
し
い
長
編
小
説
が

書
け
る
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
そ
こ
に

は
、
前
作
の
も
の
足
り
な
さ
を
解
消
す
る
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。

　
『
ザ
イ
ー
ド
』
の
歴
史
は
、
多
少
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
改
ざ
ん

は
あ
る
が
、
概
ね
正
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い

る
世
界
は
、
九
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
で
は
な
く
、
十
七
世
紀
の
フ
ラ

ン
ス
、
そ
れ
も
フ
ロ
ソ
ド
の
乱
の
頃
の
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
主
人
公
の
コ
ン
サ
ル
ヴ
と
、
ロ
ク
ロ

（
1
4
）

ワ
の
英
雄
で
あ
り
、
フ
ロ
ン
ド
の
乱
の
主
役
の
一
人
で
あ
っ
た
コ

ソ
デ
大
公
と
の
類
似
は
皆
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
歴
史
上
の

人
物
の
名
前
を
借
り
て
、
そ
こ
に
同
時
代
の
人
々
の
姿
を
描
き
出

す
と
い
う
の
は
、
『
ク
レ
リ
ー
』
な
ど
の
プ
レ
シ
ュ
ー
ズ
文
学
に

は
お
な
じ
み
の
手
法
で
あ
り
、
プ
レ
シ
オ
ジ
テ
の
名
残
り
と
見
る

こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
し
か
し
、
ス
キ
ュ
デ
リ
ー
嬢
の
小
説
と
は

違
っ
て
、
『
ザ
イ
ー
ド
』
は
、
読
者
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
推
測
す
る

で
あ
ろ
う
が
、
モ
デ
ル
探
し
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ

れ
は
、
〈
自
然
V
を
研
究
し
、
見
た
ま
ま
の
人
間
を
描
い
た
結
果

な
の
で
あ
る
。
特
定
の
個
人
で
は
な
く
、
永
遠
、
普
遍
の
く
理

性
V
に
基
づ
い
た
く
自
然
V
の
観
察
か
ら
得
た
、
人
間
の
本
性
を

描
く
と
い
う
態
度
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
人
間
性
は
い
つ
の
時

代
、
い
か
な
る
場
所
に
お
い
て
も
、
絶
対
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い

と
い
う
思
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
古
典
主
義
共
通
の
考
え
方
で
あ
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る
。
と
い
う
わ
け
で
、
ス
キ
ュ
デ
リ
i
嬢
は
、
特
定
の
個
人
の
観

察
か
ら
特
定
の
個
人
を
描
い
て
い
る
が
、
『
ザ
イ
ー
ド
』
は
人
間

の
観
察
か
ら
人
間
を
描
く
こ
と
を
め
ざ
し
た
と
言
え
る
。
特
に
フ

ロ
ン
ド
の
乱
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
、
波
瀾
万

　
　
ロ
　
　
　
マ
　
　
　
ソ

丈
の
長
編
小
説
に
ふ
さ
わ
し
い
、
嵐
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ

う
か
。
フ
ロ
ン
ド
の
乱
の
勇
者
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
、
グ
ラ
ン
ド
・

マ
ド
モ
ワ
ゼ
ル
の
秘
書
の
ス
グ
レ
、
フ
ロ
ン
ド
の
渦
中
に
い
た
彼

ら
の
胸
に
、
そ
の
印
象
は
ま
だ
十
分
生
々
し
く
残
っ
て
い
た
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ろ
う
。
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
義
父
、
セ
ヴ
ィ
ニ
ェ
士
爵
も
フ

ロ
ン
ド
の
闘
士
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
ら
は
、
歴
史
に
つ
い
て
綿

密
に
調
べ
、
人
間
性
の
分
析
、
特
に
恋
愛
の
諸
相
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
討
議
し
な
が
ら
、
『
ザ
イ
ー
ド
』
の
執
筆
を
進
め
て
い
っ

た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
i
自
身
が
文
章
に
手
を
入

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

れ
た
様
子
も
あ
り
、
か
な
り
密
接
な
協
力
体
制
で
は
あ
っ
た
ろ
う

が
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
挿
入
話
を
担
当
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
厳

密
な
意
味
で
の
共
作
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
筋
は
錯
綜
し
て

い
る
が
、
そ
の
語
り
口
に
は
一
貫
性
が
あ
り
、
『
モ
ン
パ
ン
シ
エ

公
爵
夫
人
』
と
共
通
す
る
テ
ー
マ
〈
愛
－
熱
情
V
の
恐
る
べ
き
力

が
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
が
抱
い
た

構
想
を
、
ス
グ
レ
、
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
と
の
話
し
合
い
か
ら
膨
ら

ま
せ
て
い
き
、
そ
れ
を
文
章
に
し
て
、
ユ
エ
が
点
検
し
、
ま
た
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

き
直
し
て
、
ま
た
ユ
エ
が
見
直
し
、
最
終
的
な
判
断
は
ラ
フ
ァ
イ

エ
ッ
ト
夫
人
が
下
す
。
そ
ん
な
具
合
に
進
ん
で
い
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
ス
グ
レ
の
名
で
出
さ
れ
た
『
ザ
イ
ー
ド
』
（
六
九
、
七
一
）
は

大
好
評
を
博
し
、
ヴ
ォ
ー
ジ
ラ
ー
ル
街
で
は
次
作
の
準
備
が
始
ま

っ
た
。
七
年
後
の
七
八
年
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
が
刊
行
さ
れ

る
。

V

『
ク
レ
ー
ヴ
．
の
奥
方
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
ロ
　
ヴ
　
　
エ
　
ル

　
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
は
一
作
目
と
同
じ
、
中
短
編
小
説
の
形

式
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
ザ
イ
ー
ド
』
の
成
功
に
満
足
し

　
　
ヌ
　
ロ
　
ヴ
　
エ
　
ル

て
、
中
短
編
小
説
に
戻
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
や
は
り
、
〈
愛
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
マ
　
　
ソ

熱
情
〉
の
恐
る
べ
き
力
と
い
う
自
分
の
テ
ー
マ
と
、
長
編
小
説
の

伝
統
と
は
合
致
し
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
事
実
、
『
ザ
イ
ー
ド
』
で
は
挿
入
話
の
方
に
は
っ
き
り
現
わ

れ
て
い
る
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
恋
愛
観
と
、
本
筋
の
幸
福
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
マ
　
　
ソ

結
末
と
は
異
和
感
が
あ
り
、
ま
た
、
長
編
小
説
の
形
式
を
と
っ
て

い
る
た
め
、
主
人
公
は
波
瀾
万
丈
の
運
命
に
引
き
ず
ら
れ
て
い

き
、
話
の
展
開
は
外
的
事
件
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

自
然
、
描
写
も
外
部
か
ら
の
も
の
に
な
り
が
ち
で
、
深
い
心
理
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
ロ
　
ヴ
　
エ
　
ル

分
析
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
再
び
、
中
短
編
小
説
の
形

式
に
戻
っ
た
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
、
前
二
作
の
経
験
を
十
分
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活
か
し
て
、
小
説
技
法
の
冴
え
を
見
せ
て
い
る
。

　
前
作
以
上
に
豊
富
な
資
料
で
綿
密
に
調
べ
ら
れ
た
歴
史
は
、
今

ま
で
と
同
じ
く
、
物
語
の
場
所
と
時
代
を
設
定
し
、
〈
真
実
ら
し

さ
V
を
与
え
る
。
と
同
時
に
、
巧
妙
な
改
ざ
ん
を
加
え
、
筋
の
展

開
、
登
場
人
物
の
心
理
に
微
妙
に
絡
ま
せ
て
、
よ
り
一
層
の
く
真

実
ら
し
さ
V
を
得
る
と
共
に
、
自
分
の
小
説
の
世
界
と
歴
史
を
巧

み
に
融
合
さ
せ
て
、
独
自
の
世
界
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
。

　
　
　
　
ヌ
　
ロ
　
ヴ
　
エ
　
ル

　
ま
た
、
中
短
編
小
説
の
形
を
と
り
な
が
ら
、
一
貫
し
た
叙
述
の

中
に
、
数
多
く
の
短
い
く
会
話
V
や
く
独
白
V
を
盛
り
込
ん
で
、

話
の
調
子
に
ア
ク
セ
ソ
ト
を
つ
け
、
『
モ
ソ
バ
ソ
シ
エ
公
爵
夫
人
』

の
単
調
さ
を
解
消
し
、
〈
間
接
話
法
V
で
ヒ
ロ
イ
ソ
の
内
省
を
表

わ
し
、
そ
の
思
考
過
程
を
描
い
て
、
深
い
心
理
の
洞
察
を
可
能
に

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
に
特
微
的
な
く
交

替
V
の
手
法
が
あ
る
。
『
モ
ン
パ
ン
シ
エ
公
爵
夫
人
』
で
は
要
約

と
場
面
、
『
ザ
イ
ー
ド
』
で
は
物
語
と
回
想
の
く
交
替
V
が
見
ら

れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
外
的
生
活
の
場
で
あ
る
社
交

界
と
内
的
世
界
で
あ
る
心
理
、
つ
ま
り
、
行
動
と
内
省
と
い
う
外

部
と
内
部
の
〈
交
替
〉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
〈
愛
ー
熱
情
V
の

勢
力
下
に
あ
る
ク
レ
ー
ヴ
夫
人
の
行
動
、
顔
の
表
情
な
ど
は
、
自

分
の
意
志
と
は
無
縁
の
も
の
で
、
無
意
識
の
告
白
と
な
り
、
内
心

の
混
乱
や
動
揺
を
他
人
の
前
で
さ
ら
け
出
し
て
し
ま
う
。
後
で
一

人
に
な
っ
た
時
に
、
そ
れ
を
思
い
返
し
て
呆
然
と
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
、
他
人
の
視
線
の
中
で
の
ク
レ
ー
ヴ
夫
人
の
行
動
と
、

一
人
に
な
っ
た
時
の
内
省
と
の
対
照
が
、
彼
女
の
、
社
交
界
で
は

生
き
に
く
い
性
格
を
強
く
印
象
づ
け
、
小
説
の
結
末
を
暗
示
す
る

と
同
時
に
、
自
分
の
心
を
は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
常

に
事
後
で
あ
り
、
注
意
深
い
他
人
の
眼
の
み
が
燗
眼
で
あ
り
得
る

と
い
う
作
者
の
考
え
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
〈
交
替
V
と
い

う
独
自
の
手
法
を
発
展
さ
せ
て
、
自
分
の
世
界
観
と
作
品
を
見
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

に
一
致
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥

方
』
に
お
い
て
は
、
前
二
作
と
比
ぺ
て
飛
躍
的
な
小
説
技
法
の
進

歩
を
見
せ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
同
時
に
、
そ
の
技
法
を
使
い
こ

な
す
だ
け
の
精
神
的
成
長
、
洞
察
力
の
深
ま
り
を
見
逃
し
て
は
い

け
な
い
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
見
え
る
の
が
、
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
の

髭
で
あ
る
。

　
『
ザ
イ
ー
ド
』
で
は
、
フ
ロ
ソ
ド
の
乱
の
時
代
が
反
映
さ
れ
て

い
た
が
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
で
は
、
ア
ン
リ
ニ
世
の
宮
廷
は
、

ル
イ
十
四
世
の
宮
廷
と
重
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る

人
間
模
様
は
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
周
り
で
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
彼
女
の
眼
に
映
っ
た
の
は
、
野
心
に
動
か

さ
れ
た
陰
謀
、
愛
憎
、
嫉
妬
な
ど
が
渦
巻
く
、
「
乱
脈
に
は
な
ら

　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

な
い
一
種
の
動
揺
」
に
支
配
さ
れ
た
世
界
、
心
が
動
揺
し
て
い
る
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時
に
は
こ
と
さ
ら
平
気
な
顔
を
し
て
、
激
し
い
愛
情
に
燃
え
て
い

る
時
に
は
無
関
心
を
装
う
、
虚
偽
と
仮
面
の
世
界
で
あ
っ
た
。
こ

の
描
写
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
美
徳
と
は
ほ
と
ん
ど
常
に
仮
装
し
た

悪
徳
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
一
文
で
始
ま
る
、
『
箴
言
集
』
の
世

界
と
よ
く
似
た
響
き
を
持
っ
て
い
る
。

　
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
恋
と
野
心
に
燃

え
た
波
瀾
の
日
々
を
送
り
、
そ
の
二
つ
と
も
に
破
れ
て
苦
い
思
い

を
か
み
し
め
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
醒
め
た
、
あ
る
い
は
酔
え
な

く
な
っ
た
バ
ロ
ッ
ク
精
神
と
も
言
え
る
彼
は
、
以
後
、
舞
台
か
ら

降
り
て
、
観
察
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ル
イ
十
四
世
の
宮
廷
を

描
く
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
眼
は
、
そ
の
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
の

眼
と
ど
こ
か
似
て
い
る
。

　
「
こ
う
い
っ
た
こ
と
一
切
を
想
像
で
き
る
た
め
に
は
、
精
神
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
心
も
よ
ほ
ど
腐
敗
し
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
」

　
『
箴
言
集
』
を
読
ん
だ
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
こ
う
言
っ

た
。
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
と
知
り
合
う
前
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
言
葉
は
彼
女
の
本
心
で
は
な
く
、
恐
ら
く
、
社
交
人
と

し
て
の
公
式
発
言
で
あ
ろ
う
。
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
に
見
ら
れ

る
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
世
界
観
は
、
す
で
に
最
初
の
作
品
か

ら
そ
の
崩
芽
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
箴
言
集
』
を
読
ん
だ

時
、
そ
の
直
戯
な
表
現
に
多
少
戸
惑
い
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
何
か
自
分
と
共
通
す
る
も
の
を
見
い
出
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
積
極
的
に
彼
に
近
づ
い
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
も
ま
た
、
ラ
フ

ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
内
に
、
理
解
し
合
え
る
も
の
を
見
い
出
し
た

か
ら
こ
そ
、
毎
日
の
よ
う
に
ヴ
ォ
ー
ジ
ラ
ー
ル
街
に
通
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
前
二
作
と
比
べ
る
と
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
で
は
、
社
交
界

の
様
子
な
ど
も
突
っ
込
ん
で
描
か
れ
、
人
物
描
写
も
的
確
に
な
っ

て
い
る
。
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
経
験
と
洞
察
力
の
深
ま
り
が

感
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
観
察
か
ら
得
た
も
の
の
裏
を
洞
察
し
、
統

一
し
、
そ
れ
を
的
確
に
表
現
し
て
一
つ
の
世
界
に
ま
と
め
て
い
っ

た
過
程
に
は
、
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
の
力
が
大
き
く
働
い
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
彼
と
の
交
流
の
中
で
、
彼
の
物
の
見
方
、
考
え

方
に
啓
発
さ
れ
て
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
自
分
の
世
界
観
を

確
立
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
す
べ
て

ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
の
考
え
方
に
染
ま
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
物
事
の
裏
、
あ
る
い
は
本
質
を
見
抜
く
目
を
教
わ
り
は
し
た

が
、
彼
女
の
世
界
観
は
彼
女
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

　
一
八
九
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
ド
ー
ソ
ン
ヴ
ィ
ル
の
論
文
で
、
ラ

フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
入
の
息
子
の
死
後
発
見
さ
れ
た
一
六
九
三
年
版

の
『
箴
言
集
』
に
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
感
想
が
書
き
込
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼

女
の
『
箴
言
集
』
に
対
す
る
考
え
方
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
要
約
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す
れ
ば
、
「
こ
れ
は
真
実
だ
が
、
い
つ
も
そ
う
だ
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
、
い
つ
も
そ
う

だ
と
は
限
ら
な
い
1
違
う
場
合
も
あ
る
ー
と
い
う
考
え
が
は

っ
き
り
出
て
い
る
の
が
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
社
交
界
で
は
、
人
は
、
他
人
に
も
自
分
に
も
演
技
を
し
て
い

る
。
仮
面
が
い
つ
の
間
に
か
素
顔
に
な
り
、
素
顔
が
い
つ
の
間
に

か
仮
面
に
な
り
、
自
分
で
自
分
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
仮
面
と
ま

や
か
し
と
い
う
の
は
バ
ロ
ッ
ク
に
特
微
的
な
も
の
だ
が
、
そ
ん
な

世
界
の
中
で
、
ク
レ
ー
ヴ
夫
人
は
自
分
の
内
部
を
見
つ
め
、
自
分

を
見
失
う
ま
い
と
す
る
性
質
の
女
性
で
あ
る
。
彼
女
に
と
っ
て

は
、
他
人
の
目
よ
り
も
自
分
の
目
に
映
る
自
分
の
姿
が
も
っ
と
大

切
で
、
彼
女
の
闘
い
は
愛
情
に
対
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
自
己
の

尊
厳
を
守
る
た
め
の
闘
い
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
束
の
間
の
幸

福
、
喜
び
、
自
己
満
足
と
い
っ
た
も
の
よ
り
も
、
も
っ
と
確
か
な

も
の
を
求
め
る
気
持
ち
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
社
交

界
の
価
値
観
か
ら
離
れ
、
隠
棲
の
道
を
選
ぶ
と
い
う
こ
の
小
説
の

結
末
が
示
す
よ
う
に
、
ク
レ
ー
ヴ
夫
人
は
社
交
界
の
人
々
と
は
違

う
魂
の
持
ち
主
で
あ
る
。
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
の
見
た
社
交
界
の
人

々
と
は
違
う
の
で
あ
る
。
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
は
人
々
に
熱
狂

的
に
迎
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
双
手
を
上
げ
て
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
と
り
わ
け
、
〈
告
白
V
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
圧
倒
的
に

非
と
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。
当
然
で
あ
る
。
社
交
界
の
常
識
か

ら
言
え
ぽ
、
自
分
の
真
情
を
他
人
に
（
夫
も
他
人
で
あ
る
）
打
ち

明
け
る
な
ん
て
い
う
こ
と
は
、
と
ん
で
も
な
い
ル
ー
ル
違
反
な
の

で
あ
る
。
「
他
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
美
と
魅
力
が
あ
る
」
と

し
な
が
ら
も
、
完
壁
主
義
者
の
立
場
か
ら
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
批

判
し
、
結
末
は
〈
真
実
ら
し
さ
〉
に
欠
け
る
と
し
た
、
ヴ
ァ
ラ
ン

　
　
（
2
2
）

ク
ー
ル
を
、
セ
ヴ
ィ
ニ
ェ
夫
人
は
、
才
智
に
富
ん
だ
博
識
な
人
間

で
あ
る
と
評
価
し
た
が
、
他
の
人
々
の
反
応
も
概
ね
同
じ
で
あ
っ

た
。
社
交
界
の
人
々
は
、
こ
の
作
品
に
魅
力
を
感
じ
た
が
、
同
時

に
、
何
か
異
質
な
も
の
、
危
険
も
の
を
嗅
ぎ
と
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
自
分
た
ち
と
は
違
う
価
値
観
を
持
つ
こ
の
作
品
を
、
本
当

に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
ク
レ
ー
ヴ
夫
人
は
自
分
を
見
失
う
ま
い
と
努
力
し
た
。
そ
れ
は

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
に
つ
な
が
る
も
の
で
も
あ
る
。
ラ
フ
ァ
イ

エ
ッ
ト
夫
人
は
内
省
の
人
で
あ
っ
た
。
下
級
貴
族
の
生
ま
れ
で
あ

る
彼
女
は
結
婚
に
よ
っ
て
名
門
貴
族
の
仲
間
入
り
を
し
た
わ
け
だ

が
、
上
流
貴
族
た
ち
と
交
際
し
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
な
じ
め
な
い

部
分
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
社
交
界
の
人

々
を
見
つ
め
る
醒
め
た
眼
と
な
り
、
そ
の
眼
は
ま
た
、
そ
ん
な
自

分
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ク
レ
ー
ヴ
夫

人
は
社
交
界
を
捨
て
、
心
の
平
安
の
た
め
に
、
そ
し
て
、
恐
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

朧
げ
な
神
の
姿
を
求
め
て
、
内
省
の
世
界
へ
入
っ
て
い
っ
た
。
ラ
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フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
社
交
界
に
留
ま
り
、
現
実
的
手
腕
を
発
揮

し
な
が
ら
こ
の
世
界
を
巧
み
に
生
き
抜
い
て
い
く
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）

「
理
性
の
人
」
と
評
さ
れ
た
彼
女
は
自
分
を
失
わ
な
い
。
彼
女
に

は
、
虚
偽
と
打
算
に
満
ち
た
社
交
界
も
、
こ
の
世
界
の
一
員
で
あ

る
自
分
の
姿
も
は
っ
き
り
と
見
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。
ク
レ
ー

ヴ
夫
人
の
隠
棲
を
語
る
そ
の
筆
致
に
は
、
そ
こ
は
か
と
な
い
悲
し

み
が
漂
っ
て
い
る
。
物
事
の
奥
深
い
と
こ
ろ
ま
で
見
え
て
し
ま
う

眼
を
持
つ
者
の
、
静
か
な
悲
し
み
で
あ
る
。

　
ク
レ
ー
ヴ
夫
人
は
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
の
描
く
世
界
に
属
さ
な
い

人
間
で
あ
る
。
し
か
し
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
例
外
の
存
在

を
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。
確
か
に
稀
有
な
存
在
で
は
あ
る

が
、
ク
レ
ー
ヴ
夫
人
も
ま
た
、
人
間
の
中
の
真
実
な
の
で
あ
る
。

こ
の
ク
レ
ー
ヴ
夫
人
の
姿
は
、
現
実
的
手
腕
を
発
揮
し
つ
つ
巧
み

に
社
交
界
を
生
き
て
い
る
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
心
の
奥
に
し

ま
わ
れ
た
、
大
切
な
宝
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
ラ
フ
ァ
イ

エ
ッ
ト
夫
人
の
心
情
を
、
持
ち
前
の
洞
察
力
で
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
　
レ

は
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
彼
女
を
「
真
実
だ
」
と
評
し

た
。
そ
し
て
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

　
「
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
殿
は
私
に
才
智
を
下
さ
い
ま
し
た
が
、
私

　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
は
彼
の
心
を
矯
め
ま
し
た
。
」

　
こ
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
は
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人

の
物
の
見
方
、
考
え
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の

奥
方
』
に
大
き
な
貢
献
は
し
て
い
る
が
、
文
章
を
書
く
と
い
う
点

に
お
い
て
は
、
『
箴
言
集
』
の
文
体
を
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

あ
ま
り
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
の
占
め
る

部
分
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ス
グ
レ
は
、
七
二
年

か
ら
七
六
年
ま
で
は
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
家
に
寄
宿
し
て

お
り
、
か
な
り
密
接
な
協
力
が
想
像
さ
れ
る
が
、
ス
グ
レ
が
カ
ン

に
戻
っ
た
七
六
年
に
は
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
は
ま
だ
完
成
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

て
い
な
い
。
作
中
の
「
ア
ン
・
ブ
ー
リ
ン
の
話
」
の
情
報
源
で
あ

る
、
サ
ン
ダ
ー
ス
の
『
英
国
離
教
史
』
の
仏
訳
が
刊
行
さ
れ
た
の

が
七
六
年
な
の
で
あ
る
。
カ
ン
へ
戻
っ
た
後
も
手
紙
で
協
力
し
た

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
文
通
の
形
式
で
は
協
力
に
も
限
界
が
あ

る
。
七
六
年
に
は
ほ
と
ん
ど
完
成
し
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
る

が
、
た
と
え
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
入
れ
る
ぐ
ら
い
だ
と
し
て
も
、

も
し
、
そ
れ
以
前
の
執
筆
に
お
い
て
ス
グ
レ
の
占
め
る
位
置
が
大

き
い
と
す
れ
ぽ
、
彼
が
そ
ば
に
い
な
い
状
況
で
、
物
語
の
中
に
異

和
感
な
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挿
入
す
る
の
も
困
難
な
技
で
あ
っ
た
ろ

う
。
ス
グ
レ
の
役
割
は
、
歴
史
の
資
料
集
め
、
考
証
、
校
閲
等
が

主
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ス
グ
レ
と
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー

は
大
事
な
協
力
者
で
あ
り
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
が
小
説
を
書

く
上
で
の
精
神
的
支
え
に
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
『
ク
レ
ー
ヴ

の
奥
方
』
は
や
は
り
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
も
の
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
作
品
そ
の
も
の
か
ら
も
う
か
が
わ
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れ
る
。

　
『
ザ
イ
ー
ド
』
の
形
式
で
は
、
か
な
り
具
体
的
な
協
力
の
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
の
一
貫
し
た
、
そ

し
て
緻
密
な
構
成
は
一
人
の
手
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
政
治
も
野
心
も
絡
ん
で
こ
ず
、

た
だ
一
女
性
の
内
面
に
だ
け
焦
点
を
絞
る
と
い
う
発
想
は
男
性
に

は
出
に
く
い
も
の
で
あ
る
し
、
最
後
に
ヌ
ム
ー
ル
公
と
の
会
見
で

ク
レ
ー
ヴ
夫
人
が
指
摘
す
る
、
男
性
の
征
服
者
と
し
て
の
性
格
、

そ
の
生
来
の
移
り
気
と
い
う
の
も
、
ま
た
、
女
性
の
見
方
で
あ

る
。
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
は
女
性
の
眼
で
し
か
書
け
な
い
作
品

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
、
『
ク
レ
ー
ヴ

の
奥
方
』
の
時
に
は
、
す
で
に
、
小
説
家
と
し
て
か
な
り
一
人
歩

き
で
き
る
力
量
を
備
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
は
、
一
六
七
八
年
、
つ
ま
り
、
古
典
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
ロ
　
ヴ
　
エ
　
ル

義
文
学
の
最
盛
期
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
中
短
編
小
説
と
い

う
形
式
か
ら
も
、
語
彙
の
少
な
い
、
簡
潔
な
文
体
か
ら
見
て
も
、

そ
し
て
、
心
理
に
焦
点
を
あ
て
た
筋
の
展
開
や
ヒ
ロ
イ
ン
の
内
省

的
な
性
格
か
ら
い
っ
て
も
、
古
典
主
義
小
説
と
言
え
よ
う
。
ま

た
、
小
説
は
詩
や
演
劇
と
比
ぺ
れ
ぽ
規
則
の
適
用
は
ゆ
る
や
か
だ

が
、
〈
理
性
V
に
基
づ
く
く
自
然
V
の
研
究
、
〈
真
実
ら
し
さ
V

へ
の
配
慮
、
節
度
を
持
っ
た
文
体
と
い
う
面
を
考
え
れ
ば
、
古
典

主
義
理
論
に
則
っ
た
作
品
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
『
ク
レ
ー
ヴ

の
奥
方
』
は
「
感
化
小
説
」
で
は
な
い
。
結
末
の
口
調
に
は
、

〈
情
念
を
克
服
し
た
美
徳
の
勝
利
〉
を
歌
う
よ
う
な
高
揚
感
は
全

く
な
く
、
む
し
ろ
、
　
一
抹
の
寂
し
さ
が
漂
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
作
品
の
中
で
は
、
理
性
は
万
能
で
は
な
い
。
自
分
の
理
性
だ

け
で
は
ど
う
に
も
律
し
き
れ
な
い
感
情
を
持
っ
た
、
弱
い
存
在
と

し
て
の
人
間
が
描
か
れ
て
お
り
、
理
性
に
対
す
る
不
信
の
念
も
う

か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
自
分
を
含
め
た
周
囲
の
人
間
の
観
察
か

ら
得
た
、
普
遍
化
、
抽
象
化
さ
れ
た
人
間
性
を
描
き
な
が
ら
、
そ

の
中
心
に
は
、
一
般
的
で
な
く
、
む
し
ろ
、
特
異
な
存
在
の
よ
う

に
見
え
る
ク
レ
ー
ヴ
夫
人
を
据
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ラ
フ
ァ

イ
エ
ッ
ト
夫
入
が
、
理
論
や
読
者
の
要
求
よ
り
も
、
ま
ず
、
自
分

の
内
面
の
欲
求
に
従
っ
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
同
様
に
、
小
説
の
形
式
に
し
て
も
、
た
だ
文
学
の
流
行
に
従
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
『
モ
ン
パ
ソ
シ
エ
公
爵
夫
人
』
で
は
多
分
に

そ
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
ザ
イ
ー
ド
』
の
逆
行
を
経

た
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
で
は
、
十
分
に
納
得
し
て
自
分
で
選
ん

だ
形
式
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
正
確
な
歴
史
に
準
拠
し

た
、
〈
真
実
ら
し
さ
V
を
備
え
た
短
い
恋
愛
物
語
と
い
う
こ
の
形

式
の
枠
を
超
え
、
前
二
作
の
経
験
か
ら
、
独
自
の
小
説
技
法
を
発

展
さ
せ
、
そ
れ
が
内
面
の
成
長
と
相
ま
っ
て
、
自
分
の
世
界
観
と

作
品
の
世
界
と
が
見
事
に
一
致
す
る
小
説
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
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る
。
こ
の
点
が
、
ヴ
ィ
ル
デ
ィ
ウ
夫
人
の
よ
う
に
、
流
行
に
乗
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
じ
　
ヴ
　
エ
　
ル

て
た
く
さ
ん
の
作
品
を
書
き
な
が
ら
も
、
中
短
編
小
説
の
枠
の
中

に
留
ま
っ
て
い
た
た
め
、
時
代
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
他
の
作
品

と
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
ラ
フ
ァ
イ

エ
ッ
ト
夫
人
は
、
他
の
古
典
主
義
を
代
表
す
る
作
家
た
ち
と
同
じ

よ
う
に
、
自
分
の
内
的
欲
求
を
優
先
し
、
理
論
に
従
う
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
、
理
論
を
自
分
の
中
に
取
り
込
む
形
で
、
理
論
を
超

え
る
作
品
を
生
み
出
し
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
ロ
　
　
ヴ
　
　
エ
　
　
ル

　
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
古
典
主
義
、
長
編
小
説
か
ら
中
短
編
小
説
へ

と
、
決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
流
れ
を
経

て
、
古
典
主
義
文
学
が
開
花
し
た
よ
う
に
、
『
モ
ン
パ
ン
シ
エ
公

爵
夫
人
』
、
『
ザ
イ
ー
，
ド
』
の
二
作
を
経
て
、
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』

は
誕
生
し
た
。
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
時

代
の
流
れ
と
し
て
必
然
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ

こ
に
は
稀
有
な
才
能
が
必
要
で
あ
る
。
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
と

い
う
こ
の
稀
有
な
才
能
は
、
ま
た
、
周
囲
に
も
恵
ま
れ
た
。
文
学

的
素
養
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
師
メ
ナ
ー
ジ
ュ
、
作
品
に
理
論
と
文

体
を
与
え
る
の
に
力
を
貸
し
た
ス
グ
レ
と
ユ
エ
、
彼
女
の
内
面
的

成
長
を
助
け
た
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
i
、
彼
ら
の
助
力
と
励
ま
し
が
、

『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
で
の
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
見
事
な
成

長
を
生
み
出
し
た
力
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
『
ク

レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
は
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
も
の
で
は
あ
る

が
、
ヴ
ォ
ー
ジ
ラ
ー
ル
街
の
仲
間
た
ち
が
い
な
け
れ
ぽ
、
そ
こ
に

た
ど
り
着
く
の
は
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
時
代
の
要
求
が
稀
布
な
才
能
を
生
み
出
す
の
か
、
稀
有
な
才
能

が
時
代
の
要
求
を
的
確
に
捉
え
る
の
か
、
両
者
に
は
、
互
い
に
引

き
合
う
不
思
議
な
力
が
通
い
合
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
時
代
の
要
求
と
作
家
の
内
面
的
欲
求
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
た

時
に
は
、
後
世
ま
で
名
を
残
す
よ
う
な
傑
作
が
生
ま
れ
る
。
『
ク

レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
も
そ
う
し
た
作
品
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
そ
し

て
、
そ
こ
に
は
、
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
組
み
合
わ
さ
れ
た
協
力
老

た
ち
の
力
も
大
き
く
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ヴ
ォ
ー
ジ
ラ
ー
ル
街
五
〇
番
地
の
静
か
な
屋
敷
か
ら
生
ま
れ
た

こ
の
作
品
は
、
フ
ラ
ソ
ス
小
説
の
重
要
な
系
譜
の
一
つ
を
開
き
、

豊
か
な
実
を
つ
け
な
が
ら
、
三
百
年
後
の
今
日
ま
で
生
き
続
け
て

い
る
。

（
，L注（

2
）

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
小
説
に
は
、
こ
の
他
に
死
後
出
版
の

『
タ
ン
ド
伯
爵
夫
人
』
（
一
七
二
四
）
が
あ
る
が
、
製
作
状
況
、

年
代
な
ど
異
論
が
多
く
、
不
明
な
こ
と
が
多
い
の
で
、
本
論
文

で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
は
匿
名
で
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
作
者
を
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（
3
）

（
4
）

（
5
）

（（76
））

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

尋
ね
た
メ
ナ
ー
ジ
ュ
に
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
、
ス
グ
レ
、

ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
の
役
割
は
ち
ょ
っ
と
し
た
訂
正
程
度
で
、

本
当
の
作
者
は
自
分
で
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

Z
置
o
誹
ぎ
窪
a
ロ
〇
二
〇
昌
（
】
≦
目
①
α
㊦
H
p
。
盆
閤
淳
①
”
o
目
潜
昌

o
け
冥
o
ロ
〈
巴
o
ω
）
戸
×
酋
×

ア
ン
ヌ
睦
マ
リ
i
“
ル
そ
ー
ズ
・
ド
ル
レ
ア
ン
、
モ
ン
パ
ソ
シ

エ
女
公
爵
（
一
六
二
七
～
九
三
）
。
ル
イ
十
四
世
の
従
姉
。
フ

ロ
ソ
ド
の
乱
で
は
フ
ロ
ソ
ド
側
に
つ
き
、
果
敢
に
戦
っ
た
。

ボ
ル
ト
レ

肖
像
は
サ
ロ
ソ
で
流
行
っ
て
い
た
短
い
人
物
描
写
。
『
手
紙
』

で
有
名
な
セ
ヴ
ィ
ニ
ェ
夫
人
（
一
六
二
九
～
九
六
）
は
、
ラ
フ

ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
親
友
で
姻
戚
で
も
あ
る
。

歪
ん
だ
真
珠
を
意
味
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
源
の
言
葉
。
十
七
世

紀
前
半
の
芸
術
を
形
容
す
る
概
念
と
し
て
、
美
術
史
上
で
は
今

世
紀
初
め
に
定
着
し
て
い
る
が
、
文
学
で
は
、
ド
イ
ツ
が
フ
ラ

ン
ス
よ
り
一
足
先
に
導
入
し
て
い
る
。

『
天
球
の
回
転
に
つ
い
て
』
　
一
五
四
三
。

一
六
三
七
年
、
コ
ル
ネ
イ
ユ
の
『
ル
・
シ
ッ
ド
』
が
三
単
一
な

ど
の
規
則
に
反
し
て
い
る
と
の
批
判
が
で
て
論
争
が
起
き
た

が
、
同
年
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ソ
セ
ー
ズ
に
よ
っ
て
、
『
ル
・

シ
ッ
ド
』
は
規
則
に
も
礼
節
に
も
も
と
る
と
の
裁
定
が
下
さ
れ

た
。古
典
主
義
理
論
で
言
う
自
然
昌
馨
霞
①
は
人
間
の
本
性
を
意
味

し
て
い
る
。

十
七
世
紀
の
サ
ロ
ン
に
出
入
り
す
る
男
女
を
、
プ
レ
シ
ュ
i
、

プ
レ
シ
ュ
ー
ズ
、
上
品
な
も
の
、
美
し
い
も
の
を
め
ざ
す
サ
ロ

ソ
の
気
風
を
プ
レ
シ
オ
ジ
テ
と
言
う
。
プ
レ
シ
オ
ジ
テ
は
段
々

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
、
や
が
て
愚
か
し
い
行
き
過
ぎ
を
生

ん
で
人
々
の
嘲
笑
を
買
っ
た
。

ヴ
ィ
ル
デ
ィ
ウ
夫
人
（
一
六
三
八
～
八
三
）
は
、
六
〇
年
代
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
コ
　
ヴ
　
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
数
多
く
の
中
短
編
小
説
を
発
表
し
活
躍

（（1211
））

（
1
3
）

（
1
4
）

　17
）

・「「．『

A　A1615
）　）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

し
た
。
著
書
に
は
、
『
愛
の
年
代
記
』
（
七
〇
）
、
『
恋
の
混
乱
』

　
（
七
六
）
等
が
あ
る
。
サ
ソ
・
レ
ア
ル
（
一
六
二
九
～
九
二
）

は
、
歴
史
家
、
モ
ラ
リ
ス
ト
と
の
評
価
を
受
け
て
き
た
が
、

『
ド
ソ
・
カ
ル
ロ
ス
』
（
七
二
）
等
の
作
品
で
、
現
在
で
は
小

説
家
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

U
巴
o
冨
づ
竃
呂
p
。
ヨ
o
α
①
い
四
閃
ロ
鴫
①
洋
ρ
U
』
9

『
ω
①
o
q
「
巴
ω
冨
ロ
鋤
』
。
こ
の
中
で
彼
は
、
「
私
の
ザ
イ
ー
ド
は
ま
た

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
も
の
で
も
あ
る
云
々
」
と
言
っ
て
お

り
、
『
ク
レ
：
ヴ
の
奥
方
』
も
彼
女
の
作
品
だ
と
し
て
い
る
。

Z
凶
9
答
゜
o
ロ
゜
o
凶
梓
゜
魍
層
゜
×
＜
一
一
゜

∪
巴
①
鴇
帥
p
o
U
°
o
凶
け
；
O
戸
窃
◎
◎
よ
ω
゜

一
六
四
三
年
、
対
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
場
と
な
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
国

境
沿
い
の
町
（
ア
ル
デ
ン
ヌ
県
）
、
フ
ラ
ソ
ス
軍
の
勝
利
に
帰

し
た
こ
の
戦
い
で
活
躍
し
た
の
が
コ
ン
デ
大
公
。
な
お
、
『
ザ

イ
ー
ド
』
の
中
の
ア
ル
マ
ラ
の
戦
い
（
架
空
）
．
は
、
陣
形
、
戦

況
な
ど
こ
の
ロ
ク
ロ
ワ
の
戦
い
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
母
親
の
再
婚
相
手
。

U
巴
①
鴫
9
p
o
戸
o
剛
け
這
層
層
゜
①
①
1
Φ
N

一
六
六
九
年
初
め
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
が
ユ
エ
に
宛
て
た

手
紙
に
「
『
ザ
イ
ー
ド
』
の
第
三
、
四
の
ノ
ー
ト
を
お
送
り
し

ま
す
。
ま
だ
全
く
見
直
し
し
て
い
ま
せ
ん
。
…
…
私
た
ち
が
そ

れ
を
直
し
ま
し
た
ら
、
ま
た
点
検
し
て
下
さ
い
」
と
あ
る
。

Z
置
①
誹
゜
o
ロ
゜
9
け
こ
戸
×
＜
H
戸

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
小
説
技
法
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
拙

論
『
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
世
界
観
と
小
説
技
法
』
（
明
大

大
学
院
紀
要
第
二
十
集
）
に
お
い
て
試
論
し
た
。

】
≦
ヨ
o
自
①
冒
自
。
h
9
団
o
洋
①
幻
o
ヨ
鋤
昌
簿
冥
o
信
く
①
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の
”
b
朝
ω
曾

Ω
9
。
冨
o
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ま
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話
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需
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”
や
嵩
ρ

U
a
①
団
塑
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o
ロ
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o
凶
け
二
〇
〇
°
Σ
Y
認
゜
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（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

ヴ
ァ
ラ
ン
ク
ー
ル
『
「
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
」
に
つ
い
て
の
X
侯

爵
夫
人
へ
の
手
紙
』
（
一
六
七
八
）
、
∪
①
画
①
旨
P
8
°
o
搾
げ

ロ
”
°
目
一
一
－
同
ω
①
゜

隠
懐
に
至
る
ク
レ
ー
ヴ
夫
人
の
心
理
に
つ
い
て
は
拙
論
『
「
ク

レ
ー
ヴ
の
奥
方
」
考
』
（
明
大
大
学
院
紀
要
第
十
九
集
）
で
分

析
を
試
み
た
。

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
、
周
囲
の
人
々
か
ら
そ
の
理
性
を
賞

讃
さ
れ
で
い
た
。
彼
女
の
死
を
記
し
た
セ
ヴ
ィ
ニ
ェ
夫
人
の
手

紙
に
も
「
彼
女
は
一
生
正
し
か
っ
た
の
で
す
。
…
…
こ
の
理
性

こ
そ
が
彼
女
の
一
番
の
特
徴
で
し
た
。
」
と
あ
る
。
Ω
9
轟
o
°

O
ロ
゜
9
け
二
〇
．
一
『
b
o
°

U
①
飢
o
鴇
P
p
o
O
°
9
け
二
Ψ
刈
O
°

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
は
『
箴
言
集
』
の
文
体
に
つ
い
て
、

「
わ
か
り
に
く
い
、
ご
て
ご
て
と
し
て
い
る
、
陳
腐
あ
る
い
は

月
並
」
と
書
き
込
ん
で
い
る
。
∪
ω
α
①
冨
戸
o
P
9
戸
旧
℃
°
謡
゜

『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
四
つ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
三
番
目
の
話
。
皇
太
子
妃
（
メ
ア
リ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
）

が
ク
レ
ー
ヴ
夫
人
に
英
国
の
ヘ
ソ
リ
ー
八
世
の
妃
、
ア
ン
・
ブ

ー
リ
ソ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
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